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わ
が
国
の
経
済
は
、
都
市
部
を
中
心
と
し
て
、
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
低
迷
に
光
明
が
さ
し
か
け
て
き
た
今
日
で

す
が
、
地
方
で
は
依
然
と
し
て
、
回
復
の
兆
し
が
見
え

な
い
状
況
で
す
。
さ
ら
に
国
が
進
め
る
構
造
改
革
路
線

や
地
方
分
権
化
社
会
へ
の
移
行
な
ど
、
地
方
と
の
現
状

認
識
格
差
の
発
生
、
さ
ら
に
は
、
少
子
高
齢
化
と
過
疎

が
さ
ら
に
進
行
す
る
な
ど
、
社
会
構
造
の
悪
化
に
拍
車

を
か
け
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、全
国
の
各
自
治
体
は
、

英
知
を
結
集
し
、
地
方
は
地
方
な
り
の
特
色
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
懸
命
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

新
市
発
足
後
、
早
3
か
月
が
経
過
し
た
現
在
、
体
制

も
ほ
ぼ
整
い
本
格
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
本
年
は
、
こ
れ
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史
を
刻
ん

で
き
た
6
町
村
が
一
枚
岩
の
ご
と
く
硬
く
一
体
と
な
っ

て
、
大
き
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
年
と
位
置
づ
け
て

お
り
、情
報
通
信
基
盤
を
早
急
に
市
内
全
域
に
整
備
し
、

行
政
を
は
じ
め
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
共
通
の
認
識
を

持
ち
な
が
ら
、
互
い
に
連
携
・
協
働
し
て
主
体
的
な
取

り
組
み
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
情
報
公
開
を
進
め
、
市
民
皆
様
と
の
対
話
を

重
ね
、
そ
の
総
意
を
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
行
政
に

反
映
さ
せ
る
「
市
民
主
役
」
の
行
政
運
営
の
基
盤
づ
く

り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
本
市
は
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
歴

史
的
・
伝
統
的
文
化
が
生
き
づ
い
て
お
り
、「
癒
し
」

と
「
交
流
」
が
調
和
す
る
環
境
で
す
。
こ
の
好
条
件
を
、

合
併
で
生
ま
れ
た
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
最
大
限

活
か
し
、
交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
と
と
も
に
、
保
健
・

福
祉
や
教
育
の
充
実
を
図
り
、
定
住
人
口
の
増
加
に
繋

が
る
社
会
環
境
整
備
に
も
努
め
、「
住
ん
で
み
た
い
ま

ち
」「
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」「
訪

れ
た
い
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
な
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
合
併
協
議
で
作
成
さ
れ
た
新
市
ま
ち
づ
く

り
計
画
の
中
で
最
優
先
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
が
、
行
財
政
改
革
で
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
は
合
併
前
の
旧
町
村
時
代
と
、
現

在
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
地
方
分
権
を
推
進
す
る

た
め
、
3
年
間
か
け
て
断
行
さ
れ
た
三
位
一
体
改
革
も

分
権
推
進
の
観
点
か
ら
は
不
充
分
な
財
政
改
革
と
な
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
方
交
付
税
の
削
減
を
含
む
平

成
19
年
度
政
府
予
算
編
成
の
「
骨
太
の
方
針
」
が
今
、

策
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
財
政
力
が
脆
弱
な
本
市
に
お

き
ま
し
て
は
、
き
わ
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
財
政
状
況
に
対
応
し
え
る

体
質
強
化
を
確
立
す
る
た
め
行
財
政
改
革
推
進
本
部
と

行
財
政
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
三
好
市
行
財
政
改
革

大
綱
を
年
度
内
に
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
市
民
の
目
線
で
の
改
革
推
進
と
い
う
内
容
と
方
向

し
て
い
ま
す
が
、
い
つ
起
こ
る
と
も
わ
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
、
市
民
が
政
策
の
形
成
に
主
体
的
に
参
加
し
て

防
災
計
画
を
策
定
し
、
各
地
域
に
お
け
る
自
主
防
災
組

織
設
立
の
促
進
等
を
図
り
、
近
い
将
来
起
こ
る
こ
と
が

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
南
海
・
東
南
海
地
震
対
策
な
ど
の

地
震
対
策
に
つ
い
て
も
、
国
・
県
と
連
携
を
と
り
な
が

ら
、
危
機
管
理
の
体
制
づ
く
り
の
た
め
に
今
年
度
中
に

三
好
市
国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

福
祉
関
係
で
は
、
市
と
な
っ
た
こ
と
で
、
新
規
に
設

置
し
た
福
祉
事
務
所
を
積
極
的
に
活
用
し
、
生
活
保
護

法
の
改
正
や
医
療
・
介
護
そ
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
中
心
と
な
る
予
防
事
業
な
ど
大
き
く
変
わ
る
介

護
保
険
制
度
な
ど
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
迅
速
的
確
に
対

　

市
内
に
点
在
す
る
全
国
に
誇
れ
る
観
光
資
源
を
い
か

に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
し
、
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
に
ど
う
応

え
て
い
く
か
が
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
総
合
計
画
を
早
期
に
作
成

し
、関
係
機
関
と
の
連
携
し
た
宣
伝
活
動
は
も
と
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
観
光
資
源
が
持
つ
そ
の
魅
力
を
引
き
出

し
、
最
大
限
生
か
す
た
め
の
分
析
と
位
置
づ
け
を
、
ソ

フ
ト
面
の
展
開
と
同
時
に
行
い
、
三
好
市
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
と
な
る
べ
く
内
容
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
こ
れ
ら
と
関
連
し
ま
し
て
、
ま
ち
づ
く
り

三
法
の
改
正
整
備
と
合
わ
せ
、
商
工
業
団
体
や
関
係
機

関
の
皆
様
と
協
議
し
な
が
ら
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
特
産
品
の
生
産
販
売
の
定

着
化
と
、
新
た
な
農
林
産
物
な
ど
の
商
品
開
発
、
あ
る

い
は
、
市
場
開
拓
を
各
種
団
体
と
連
携
し
て
行
い
、
産

業
全
体
で
の
相
乗
効
果
を
あ
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
特
に
市
内
の
大
部
分
を
占
め
る
森
林
整
備
の

促
進
や
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
、
雇
用
の
創
出
な
ど

に
加
え
て
中
山
間
地
振
興
の
戦
略
は
欠
く
こ
と
が
で
き

な
い
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。
農
林
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド

化
や
産
地
振
興
と
も
ど
も
一
次
産
業
の
充
実
発
展
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
教
育
基
本
法
の
改
正
等
が
進
む
教

育
関
係
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
諸
課
題
が
山
積
し
て
お

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
そ
れ
ら
の

一
つ
ひ
と
つ
に
、
迅
速
・
的
確
に
対
応
し
、「
子
供
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
市
内
の
ど
こ
で
で
も
安
心
し
て
快
適

に
、
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
て
い
け
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
市
民
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、「
三

好
市
」
発
展
の
た
め
に
、
全
身
全
霊
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
議
員
皆
様
、
市
民
皆
様
の
格

別
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

応
し
た
施
策
を
効
果
的
に
行
い
、
こ
れ
が
ひ
い
て
は
、

全
市
民
の
健
康
増
進
に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま

す
。
先
日
も
多
く
の
市
民
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
て
実

施
し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
や
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
取

り
組
み
、
健
康
増
進
の
環
境
整
備
を
図
り
、
さ
ら
に
は

生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路
や
水
道
、
情
報
網
の
整
備
を

行
い
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
は
、四
国
の
ほ
ぼ
中
心
と
い
う
地
理
的
条
件
と
、

近
年
の
高
速
交
通
網
の
進
展
、
4
県
の
飛
行
場
へ
の
ア

ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
情
報
通
信
基
盤
を
整
備
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
国
に
向
け
て
様
々
な
情
報
発
信

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

を
、
明
確
に
皆
様
に
お
示
し
し
、
効
率
的
で
効
果
的
な

行
財
政
改
革
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、市
民
の
望
む
も
の
と
は
何
か
を
見
た
と
き
、

最
近
の
自
然
災
害
に
対
す
る
脅
威
や
子
供
た
ち
が
犯
罪

に
巻
き
込
ま
れ
る
な
ど
の
危
険
性
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に

無
か
っ
た
日
常
生
活
を
送
る
上
で
の
不
安
が
身
近
に
存

在
す
る
と
い
う
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
ず
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
と
い
う
こ
と

で
は
、
先
ご
ろ
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
に
お
け

る
大
規
模
な
地
震
発
生
に
よ
る
多
数
の
死
傷
者
の
様

子
、
更
に
は
異
常
気
象
と
思
わ
れ
る
北
極
地
域
の
氷
の

異
常
な
流
出
に
よ
る
陸
地
水
没
の
予
想
等
が
報
道
さ
れ

る
な
ど
を
見
ま
す
と
、
心
の
痛
む
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

三
好
市
で
も
、
一
昨
年
、
昨
年
と
自
然
災
害
が
発
生

所
信
表
明

三
好
市
議
会
初
の
定
例
会
と
な
る
６
月
定
例
会
が

６
月
５
日
に
開
会
し
、
議
案
の
説
明
に
先
立
ち
、

俵
三
好
市
長
の
所
信
表
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三好市議会６月定例会

俵
三
好
市
長
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一
般
会
計
歳
入

　

歳
入
に
は
、
市
が
自
ら
の
力
で
収
入
で
き
る
お
金
（
自
主

財
源
）
と
、
国
や
県
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
り
、
交
付
さ
れ

た
り
す
る
お
金
（
依
存
財
源
）
が
あ
り
ま
す
。

　

上
の
円
グ
ラ
フ
を
み
る
と
、
市
税
収
入
な
ど
の
自
主
財
源

は
全
体
の
４
分
の
１
程
度
で
、
残
り
の
４
分
の
３
は
、
地
方

交
付
税
や
国
庫
・
県
支
出
金
と
い
っ
た
国
や
県
か
ら
の
お
金
、

市
債
（
借
入
金
）
な
ど
の
依
存
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
厳
し
く
、
国
で
は

三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
行
財
政
改
革
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
や
県
へ
の
依
存
率
が
高
く
、
自
主
財
源
の
少
な

い
わ
が
市
に
と
っ
て
、
こ
の
改
革
に
伴
う
地
方
交
付
税
や
国

庫
補
助
負
担
金
の
削
減
・
縮
小
に
よ
る
影
響
は
大
き
く
、
今

後
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
予
算
は
、
こ
う
し
た
情
勢
の
な
か
で
の
厳
し
い

編
成
と
な
り
ま
し
た
が
、
合
併
に
よ
る
不
安
を
解
消
し
、
多

様
化
す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
最
大
の
収
入
源

で
あ
る
地
方
交
付
税
を
１
０
６
億
円
見
積
る
と
と
も
に
、
財

政
調
整
基
金
な
ど
か
ら
の
繰
入
金
や
市
債
を
可
能
な
限
り
見

込
ん
で
、
財
源
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
出

　

市
長
や
議
員
の
報
酬
、
職
員
の
給
与
な
ど
の
人
件
費

（
21
・
５
％
、
50
億
１
６
９
１
万
円
）
や
扶
助
費
（
11
・
６
％
、

27
億
６
９
９
万
円
）、
建
設
事
業
等
の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で

に
借
り
た
お
金
（
市
債
）
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
（
24
・

3
％
、
56
億
６
０
５
３
万
円
）
と
い
っ
た
義
務
的
経
費
（
支

出
が
義
務
付
け
ら
れ
、
任
意
に
削
減
し
に
く
い
経
費
）
は
、

１
３
３
億
８
４
４
５
万
円
で
、
旧
６
町
村
の
平
成
17
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
10
・
６
％
も
増
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
生
活

保
護
費
に
係
る
扶
助
費
や
公
債
費
が
増
え
た
こ
と
が
要
因

で
、
歳
出
全
体
の
57
％
を
占
め
る
厳
し
い
状
況
で
す
。
今
後

に
お
い
て
も
歳
入
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
の
な
か
、
限
ら
れ

た
財
源
で
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
に
は
、
既
存
の
事

務
・
事
業
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
し
、

経
常
経
費
の
節
減
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

主
な
一
般
会
計
歳
出
で
は
、
か
ん
ぽ
の
宿
購
入
費
７
５
０

０
万
円
、
三
好
地
区
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
負
担
金

３
億
６
５
０
０
万
円
、
生
活
保
護
費
12
億
４
８
７
１
万
円
、

池
田
中
学
校
統
合
に
係
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
中
継
所
移
転
工
事

費
１
億
４
５
０
０
万
円
が
あ
り
ま
す
。

18 年度（三好市）
一般会計当初予算

17年度（旧 6町村）
一般会計当初予算 増減率

歳入合計 233億 0780万 6千円 244億 1911万 7千円 ▲ 04.6％
自主財源 59億 6094万 0千円 69億 0437万 3千円 ▲ 13.7％
市税 25億 5789万 0千円 26億 0914万 0千円 ▲ 02.0％
繰入金 18億 9489万 0千円 25億 4797万 6千円 ▲ 25.6％
その他自主財源（※1） 15億 0816万 0千円 17億 4725万 7千円 ▲ 13.7％

依存財源 173億 4686万 6千円 175億 1474万 4千円 ▲ 01.0％
地方交付税 106億 3549万 1千円 97億 2517万 9千円 9.4％
国庫支出金 18億4242万 6千円 11億 1841万 6千円 64.7％
県支出金 15億 8102万 5千円 19億 5060万 5千円 ▲ 18.9％
市債 22億 2550万 0千円 37億 3635万 0千円 ▲ 40.4％
その他依存財源（※2） 10億 6242万 4千円 9億8419万 4千円 7.9％

（※ 1）＝分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入、寄付金、繰越金、諸収入
（※ 2）＝地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、地方消費
　　　　税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方特例交付金、交通
　　　　安全対策特別交付金

市税
25億5789万円
（11.0％）

繰入金
18億9489万円
（8.1％）
その他自主財源 (※1)
15億 816万円
（6.5％）

地方交付税
106億3549万円
（45.6％）

国庫支出金
18億4242万円
（7.9％）

県支出金
15億8102万円
（6.8％）

市債
22億2550万円
（9.5％）

その他依存財源 (※2)
10億 6242万円（4.6％）

自主財源
（25.6％）

依存財源
（74.4％）

（　）内は構成比

一般会計
　　歳入

18 年度（三好市）
一般会計当初予算

17年度（旧 6町村）
一般会計当初予算 増減率

性質別歳出合計 233億 0780万 6千円 244億 1911万 7千円 ▲ 04.6％
義務的経費 133億 8445万 2千円 121億 0486万 2千円 10.6％
人件費 50億 1691万 9千円 52億 7921万 7千円 ▲ 05.0％
扶助費 27億 0699万 8千円 14億 1905万 5千円 90.8％
公債費 56億 6053万 5千円 54億 0659万 0千円 4.7％

投資的経費 28億 3018万 6千円 55億 1707万 8千円 ▲ 48.7％
普通建設事業 28億 0533万 7千円 52億 2639万 5千円 ▲ 46.3％
災害復旧事業 2484万 9千円 2億9068万 3千円 ▲ 91.5％

その他の経費 70億 9316万 8千円 67億 9717万 7千円 4.4％
物件費 26億 9186万 7千円 28億 3116万 2千円 ▲ 04.9％
補助費等 24億 0635万 5千円 22億 8325万 1千円 5.4％
繰出金 17億 5322万 0千円 15億 3353万 2千円 14.3％
その他歳出（※3） 2億 4172万 6千円 1億4923万 2千円 62.0％

（※ 3）＝維持補修費、投資及び出資金、貸付金、予備費

人件費
50億1691万円
（21.5％）

扶助費
27億699万円
（11.6％）

公債費
56億6053万円
（24.3％）

普通建設事業
28億533万円
（12.0％）

物件費
26億9186万円
（11.6％）

補助費等
24億635万円
（10.3％）

投資的経費
（12.1％）

繰出金
17億5322万円
（7.5％）

義務的経費
（57.4％）

その他の経費
（30.4％）

災害復旧事業
2484万円（0.1％）

その他歳出 (※３)
2億 4172万円（1.0％）

一般会計
性質別歳出

（　）内は構成比

平
成
18
年
度

わ
が
市
の
予
算

一般会計
233億　781万円
特別会計
123億1644万円

96.3

基金現在高と市債現在高の推移

平
成　
年
度

平
成　
年
度

平
成　
年
度

平
成　
年
度

平
成　
年
度

13 14 15 16 17

93.6 87.1 74.9
51.7

444.3
464.9 462.1 468.6

市債現在高

基金現在高

495.1
500億円

400億円

300億円

200億円

100億円

（単位:億円）

平成18年度 三好市当初予算

移転予定のNHKラジオ中継所

市が購入予定のかんぽの宿（池田町白地）

　合併後、年間を通じた初めての
本格的予算となる平成 18年度当
初予算が、三好市議会６月定例会
で可決成立しました。
　平成 18年度の当初予算につい
ては、合併後間もない当初予算と
いうことから、三好西部合併協議
会の財政計画に基づいた予算編成
となっています。また普通建設事
業等の補助事業については、合併
前に平成 18年度事業の内示を国
や県から得ていることから、旧町
村時の要望を反映した予算となっ
ており、平成 19年度からは事業
の目的・効果・緊急性・将来の財
政負担等を慎重に検討した予算編
成を行う必要があります。
　予算総額は 356 億 2625 万
円で、内訳は一般会計が 233 億
781 万円、特別会計は 123 億
1644 万円となっています。一般
会計については、旧６町村の平成
17年度の当初予算合算額と比較
して 11 億 1131 万円、4.6％の
減となっています。
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社会福祉の
ために

保健・衛生
のために

産業振興の
ために

道路の整備
などに

教育・文化
のために

消防・災害
活動に

借金の返済
のために

市民一人あ
たりの支出

その他生活
の向上に

市民一人あ
たりの市税

170,120円 49,671円 77,441円 48,062円 55,349円

163,473円 87,174円 673,189円 73,878円

市民一人当たりに使われるお金（人口：平成18年4月1日現在34,623人）

市民一人当たり
約673,189円の予算です。

21,899円

一
般
家
庭
に
た
と
え
る
と

　

三
好
市
の
予
算
状
況
を
一
般
家
庭
に
例
え
る
と
、収
入（
歳

入
）
に
お
い
て
は
、
給
与
所
得
（
自
主
財
源
）
な
ど
が
家
計

全
体
の
４
分
の
１
程
度
で
、
残
り
の
４
分
の
３
は
親
か
ら
の

仕
送
り
（
地
方
交
付
税
や
補
助
金
な
ど
）
や
借
金
な
ど
で
や

り
繰
り
し
て
い
る
状
況
で
す
。
し
か
も
最
近
、
親
の
台
所
事

情
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
た
め
、
頼
み
の
仕
送
り
も
こ

れ
ま
で
の
よ
う
な
額
を
望
め
そ
う
も
な
く
、
そ
の
不
足
分
を

補
う
た
め
に
貯
金
（
財
政
調
整
基
金
な
ど
各
種
基
金
）
を
崩

し
て
、や
り
繰
り
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
で
す
。

　

支
出
（
歳
出
）
で
は
、
光
熱
水
費
（
人
件
費
）
や
医
療
費

（
扶
助
費
）、
家
の
ロ
ー
ン
の
返
済
金
（
公
債
費
）
な
ど
の
決

ま
っ
て
必
要
な
生
活
費
（
義
務
的
経
費
）
が
６
割
近
く
を
占

め
、
こ
れ
ら
の
費
用
を
給
与
所
得
（
自
主
財
源
）
で
、
ま
か

な
え
な
い
状
態
で
す
。

　

限
ら
れ
た
収
入
の
な
か
で
健
全
な
家
計
（
財
政
）
を
維
持

し
て
い
く
に
は
、
光
熱
水
費
な
ど
の
節
減
に
努
め
る
と
と
も

に
、
す
べ
て
の
支
出
を
見
直
し
、
改
善
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
り
ま
す
。

■委員会の概要
活動内容▼２～３時間程度の会議（平日）任期中に６回程度実施予定
委員構成▼公募による市民及び行財政・まちづくり計画について優れた
識見を有する者で構成
公募委員▼行財政及びまちづくり計画について優れた識見を有する者

■応募要領
応募資格▼次の条件をすべて満たしている方
①平成 18 年 4 月 1 日現在、満 20 歳以上で、三好市に 1 年以上在住され
ている方（旧町村含む）
②この会において、政治的・宗教的または営利的活動をしない方
③三好市の総合計画（まちづくり計画）に広範な視点で、建設的な意見
を出していただける方
募集人数▼ 16 人
募集期間▼平成 18 年 7 月 13 日～ 31 日　※郵送の場合は消印有効
任期▼平成 18 年 8 月 ～ 平成 19 年 12 月（予定）
応募方法▼市の総合計画策定に関する意見（400 字以内）、住所、氏名、
年齢、性別、職業、電話番号を本庁、各総合支所の市民課にある「公募
申込書」に記入のうえ持参されるか、郵送または FAX で申し込んでく
ださい。「公募申込書」は、三好市のホームページ（http://www.city-
miyoshi.jp）からもダウンロードできます。（この場合、電子メールでの
申し込みも受け付けます）
持参の場合の提出場所▼本庁 2 階まちづくり推進課または各総合支所市
民課
選考方法▼いただいた公募申込書により選考し、選考結果につきまして
は、平成 18 年 8 月下旬ごろ文書でお知らせします。
その他▼
① 個人情報の取り扱いには十分留意し、他の目的には使用しません。
② 委員となり会議に参加された場合、市の定めた謝金をお支払いします。
③ 申し込みによる費用はお支払いしませんのでご了承ください。

■お申し込み・お問い合わせ
〒 778-8501　三好市池田町シンマチ 1500-2
三好市企画財政部まちづくり推進課　☎ 72-7607　FAX 72-7202
E-mail  machidukuri@city.tokushima-miyoshi.lg.jp

特別会計
国民健康保険特別会計（事業勘定分） 35億 2043万円
国民健康保険特別会計（直診勘定分） 1億6104万円
老人保健特別会計 60億 1214万円
特別養護老人ホーム長生園特別会計 2億2020万円
秘境の湯保養センター特別会計 9398万円
農業集落排水事業特別会計 8541万円
浄化槽事業特別会計 1億5090万円
ケーブルテレビ事業特別会計 7154万円
住宅新築資金等貸付事業特別会計 232万円
土地取得事業特別会計 260万円
給食事業特別会計 1億4854万円
井内財産区特別会計 362万円
簡易水道事業特別会計 8億3464万円

公営企業会計（収益的支出予算）
国民健康保険市立三野病院特別会計 7億8706万円
水道事業会計 2億2202万円

　地方分権の推進、三位一体改革と地方行政を取り巻く状況は大きく変化し

ています。日常生活圏の拡大、少子・高齢化の進展による行政需要の拡大等、

これまでにない新たな行政課題への対応が重要視されます。

　三好市発足を契機に、市民サービスの向上、公平なる三好市の発展、行政

のスリム化や効率化を目指し、新市まちづくり計画を基にした三好市基本構

想・基本計画・実施計画の策定のため、まちづくり市民委員会を設置します。

そこで、次の構成により、委員を市民の皆さんから公募したいと考えており

ますので、質の高いきめ細かな行政サービス提供のため総合計画策定に、参

加をご希望される方は、次によりご応募してください。『
ま
ち
づ
く
り
市
民
委
員
会
』 

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

平成18年度 三好市当初予算


